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1. 研究の目的

運行回数の少ない系統が多いとされる「多系統少使

型」の横浜市営パス系統網を，鉄道駅へアクセスする

端末パスを主体とする系統網に再編成することにより，

系統数が少なく各系統ごとの運行回数が多い，全体と

して利便性の高い「少系統多便型J に転換するため，

パソコンで操作可能な数理計画モデルによる系統網再

編案の作成を試みる.

2. 総乗車距離最小化モデル (M 1 ) 

停留所を表わすノードとパスの運行経路を表わすリ

ンクで構成されるパスネットワークにおいて，ノード

i EN= {I,… , n} でパス(系統 j E M=  {1 ,… , m}) 

に乗車し，駅 k E S= {1 ，… ， s} でパスを降りる端末パ

ス需要をすべて満たすという条件下で，利用者の総乗

車距離を最小にする系統網(系統の組合せ)を求める

モデルである.

(連続変数)

Xijk. ノード i から系統 j を利用して駅 h まで

行くパスの利用者数

Z枇二三 0; i E N , j E M , k E S 

(制約条件)

(a) 需要充足条件

~ Xijk ミ q抽 E N , k E S 
jEM 

(b) 系統容量に関する条件

~ ~Xυh 豆 Cj j E M 
ieNkeS 

(目的関数)

Minimize ~ ~ ~ d同Xijk
zεNjεMkeS 

qik: ノード i から駅 k までの端末パス需要(利

用者数)

i E N , k E S 

Cj 系統 j の容量

70 

(capacity，利用可能総数) j E M 

dijk: ノード z から系統 j を利用して駅 k まで

行〈パス利用者の乗車距離

E N , j E M , k E S 

このM1 を実際の地域に適用して，系統網再編案を

求める(ノード数 n =22， 系統数 m=28， 駅数 s=

12). 最適解は， 28本の系統の下で、すべての端末ノ〈ス需

要が最短乗車距離で移動可能な状態を表わすが，利用

者が O の系統が 9 本存在し，すべての端末パス需要を

最短乗車距離で輸送するには19本の系統で足りること

がわかる.これらの19系統を 1 本ずつ除去して再計算

することによって，絶対必須系統，必須系統，選択的

系統の 3 種類に分類する.選択的系統を系統網から除

去すると，すべての端末パス需要が最短乗車距離で実

現可能な最小系統数は15本で，その組合せ(系統網再

編案)は 8 種類あることがわかる.

3. 総系統数最小化モデル (M 2) 

すべての端末パス需要を満足する最小系統数の系統

網を求める全整数計画モデルである.

(整数変数)

I 1 系統j を選択するとき -
~=1 1 EM  
. 10 系統J を選択しないとき ' 

(1) 
(制約条件)

需要充足条件

~ aijkZj 注 1 i E N , k E S 
jeM 

(4) 

(2) 

(目的関数)

Minimize 玄 Zj
jeM 

(5) 

(3) 
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